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研究成果の概要（和文）：教育システムはAdobe社CaptivateとAdobe社Connectの2 つの市販のソフトウェアとサ
ーバーそして端末のパーソナルコンピューターから構成された．システムへのアクセスは，学習者がパーソナル
コンピューターやタブレットなどの端末からウェブブラウザにURLを入力することでウェブページに簡単に到達
できるれるようデザインすることができた．システムのヘルスサイエンス領域への導入は世界でも新しい試みと
考えられた．歯科医学教育における疼痛学，睡眠医学教育基準の文献的調査研究については関連する学会のウェ
ッブサイト、学術雑誌の調査結果をまとめ口腔顔面痛学習サイトとして公開することができた。

研究成果の概要（英文）：The VP education system was composed by commercial software (Adobe&reg; 
Captivate&reg;, USA) and authoring program (Adobe&reg; Connect&reg;, USA). Scenario of VP was 
prepared by case-based learning style using linear interactive model which was constituted by 
medical history, physical examination, diagnostic tests, diagnosis, and management based on 
real-life orofacial pain patient records with the consideration of the privacy.The time spent by an 
educator for preparing template of a VP was 1month. After the first case has been completed, to 
increase new cases were found not time consuming for the educator. Amount of money spent on 
development costs of the minimum system (including software and authoring program usage fee) was 
approximately US$ 3,500 for one year except for the personnel expenses of educators and hard wares. 
Learners could access easily by their personal computers, tablets, or smartphone to see virtual 
patients.

研究分野： 口腔顔面痛学

キーワード： 歯科医学教育　バーチャルペイシェント　口腔顔面痛学　歯科睡眠医学　臨床診断推論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）バーチャルペイシェントはヘルスサイ
エンス全般のまたは医学のトレーニング，教
育，評価のための対話式コンピューターシミ
ュレーションと定義されている．とくにウェ
ブ配信型のバーチャルペイシェント教育シ
ステムの最大の特徴は，学習者が時間や場所
に関わりなくインターネット環境を通じて，
繰り返しよく考えながらClinical Skill のトレ
ーニングを可能とすることにある．バーチャ
ルペイシェントは患者や学習者に危険のな
い安全な環境での練習を提供し，失敗するこ
とも許され，さらに繰り返し試みることが可
能であり，シミュレーション環境のもうひと
つの利点として，将来，直面する可能性の高
い，様々な疾患にすべての学習者が出会う機
会を与えられることがあげられる． 
すでに医学教育では世界中の大学でバーチ
ャルペイシェント教育システムが開発，導入
され教育効果に関する報告が散見されるよ
うになってきた．バーチャルペイシェントに
対する関心は近年急激に高まっており，米国，
カナダ，ヨーロッパ諸国の医学教育者の間で
はバーチャルペイシェントのフォーマット
の統一化を図り共同利用を視野に入れたコ
ンソーシアムが設立されており，今後，我が
国の歯科医学教育への導入，発展が期待でき
る． 
（２） 歯科医学における疼痛学と睡眠医学 
一方，世界中の医学・歯科医学教育における
“疼痛学“や“睡眠医学”の重要性が叫ばれ， 
国際疼痛学会や米国口腔顔面痛学会をはじ
めとした関連する様々な学会からその教育
基準が提案されてきたにもかかわらず，実際
のカリキュラムに割かれている時間は少な
いままで改善が望まれている．さらに，平成
22 年度歯科医師国家試験出題基準では歯科
医学領域の新たな病態として口腔顔面痛，睡
眠時無呼吸症候群，そしてブラキシズムとい
う項目が追加され，歯科医師においても生体
医科学に裏打ちされた臨床問題解決能力の
必要性が認識されるに至っている．このよう
なジレンマを解決する 1 つの教育方略とし
てバーチャルペイシェントがあげられる． 
現在のところ歯科医学教育では少数の報告
があるのみで研究開発は緒に就いたばかり
であり，とくに疼痛学，睡眠医学の領域では
医学・歯科医学教育の中でも申請者らの他に 
例を見ず，先駆的研究と位置づけられる． 
 
２．研究の目的 
平成 22 年度歯科医師国家試験出題基準で

は歯科医学領域の新たな病態として口腔顔
面痛，ブラキシズム，睡眠時無呼吸症候群が
追加された．本研究の目的は，疼痛学および
睡眠医学に関する臨床判断能力の習得とエ
ビデンスに基づく治療法の選択のために，バ
ーチャルペイシェントを作成し，患者や学習
者に危険のない安全な環境で，時間や場所に
とらわれず何度でも繰り返し行えるウェブ

配信型の学習システムを開発、運用し公開す
る． 
 
３．研究の方法 
本研究では，バーチャルペイシェント（以下，
VP と略す）を作成することが可能で比較的
安価な市販のソフトウェアと学習管理シス
テムを用いて，歯科医学の新たな展開領域と
しての疼痛学・睡眠医学の学習方略を開発す
る．具体的には VP シナリオのデザインと作
成，ウェブ配信システムの構築ならびに疼痛
学，睡眠医学の教育に関わる文献検索を行い
世界の教育基準を研究する．  
 
４．研究成果（学会発表②、⑦参照） 
（１）シナリオのデザインと作成 
VP のシナリオは，これまで共同研究を進め
てきた海外研究協力者からシステムの構築
や運用面について専門的知識の提供を受け，
典型的な臨床像と極めてまれな実在する患
者記録をもとに Case-based learning スタイル
で医療面接，身体診察，診断的検査，診断，
治療のリニアーインタラクティブモデルで
構成し，学習者がマウスでボタンをクリック
するだけで情報やフィードバックが得られ
るようデザインした． VP を体験することで
Clinical skill を習得できるよう，一般のパー
ソナルコンピューターにインストールされ
た Captivate を利用して作成した．スクリー
ン上にはテキストだけでなく視覚情報であ
る図や写真，ビデオなどを挿入しより効果的
な学習効果が期待できるようデザインした． 
（２）システムの構築と運用 
システムは Adobe® Captivate™ （以下，
Captivate）と Adobe® Connect （以下，Connect）
の 2 つの市販のソフトウェアとサーバーそ
して端末のパーソナルコンピューターから
構成された． サーバー上で稼動する学習管
理システム（Learning Management System）の
Connect は配信スケジュールや名簿など学習
者の管理ができるばかりでなく VP（Captivate 
で作成した Flash file）のアップロードはもち
ろんのこと知識評価のための多肢選択問題
などさまざまな教育方略を組み合わせるこ
とが可能である．VP へのアクセスは，学習
者が端末のパーソナルコンピューターのウ
ェブブラウザに URL（Uniform Resource 
Locator）を入力することでウェブページに簡
単に到達でき，ID と Password によって VP 
が Web 配信されるようデザインした．これ
ら市販ソフトウェアのヘルスサイエンス領
域，とくに Virtual Patient（VP）教育システム
への導入は世界でも新しい試みと考えられ，
一般公開に向けてさらに準備中である。 
（３）歯科医学教育における疼痛学，睡眠医
学教育基準の文献的調査研究 
これまで報告されている卒前，卒後の教育

基準の文献調査（PubMed;米国医学図書館の
電子検索システムならびに関連する学会の
ホームページなど）を行い、その結果を統合



し，開設した口腔顔面痛学習サイトに公開し
た（以下のホームページアドレス参照）。 
（４）今後の展望 
本研究から得られた成果をもとに，論文投

稿や学習サイトの充実により，さらに将来予
想される歯学教育認証を見据え，歯科医学に
おける新進の領域である疼痛学と睡眠医学
の教育基準を提言することにより歯科医学
生の質を担保し，歯科医療の質の向上を図り，
国民医療に貢献したいと考えている． 
 
５．主な発表論文等 
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Yoshiki Imamura, Osamu Komiyama, 
Wataru Muraoka, Noboru Noma, Akiko 
Okada-Ogawa, Masakazu Okubo, and 
Koichi Wajima, Japan. 
http://www.iasp-pain.org/Advocacy/GYAP.a
spx?ItemNumber=5693 



③ 矢谷 博文、有馬 太郎、石垣 尚一、築
山 能大（翻訳）、Jason Williams、和嶋 浩
一、松香 芳三、大久保 昌和、村岡 渡、
宮岡 等、宮地 英雄（協力者）．顎関節
症の診断基準（DC/TMD）：評価インス
ト ゥ ル メ ン ト （ 日 本 語 版 ）． 
https://ubwp.buffalo.edu/rdc-tmdinternation
al/wp-content/uploads/sites/58/2017/01/DC-
TMD-Japanese-Assessment-Instruments_20
16_06_11b492.pdf 
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